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第
1
5
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会

今
年
も
夏
の
甲
子
園
で
は
、
猛
暑
の

な
か
、
青
春
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
焼
さ

せ
る
よ
う
な
好
試
合
が
展
開
さ
れ
、
野

球
フ
ァ
ン
を
連
日
た
の
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

水
巻
町
で
も
、
第
1
5
回
少
年
野
球
大

会
が
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま

で
、
猪
熊
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
盆
過
ぎ
と
は
い
え
、
残
暑
が
厳
し

い
な
か
、
多
数
の
応
援
者
が
つ
め
か
け

熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
彗
プ
ロ
湊
負
け
の
好
プ
レ
ー

が
随
所
に
み
う
け
ら
れ
、
練
習
の
成
果

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

水
巻
町
少
年
野
球
大
会
温
赫
朽
葉
は
次

の
と
お
り
で
す
。

小
学最
優
秀
賞
　
重
藤
憲
秋
（
吉
田
三
）

優
秀
嘗
　
岩
本
昭
二
　
〔
頃
末
南
）

中
学最
優
秀
賞
　
島
田
克
也
（
猪
　
熊
）

優
秀
賞
　
富
田
和
雄
（
頃
末
商
）

ま
た
」
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス
は
、
一
回
戦
で
神

奈
川
県
代
表
と
対
戦
、
六
対
四
で
惜
敗

し
ま
し
た
。
出
場
に
際
し
て
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
カ
ン
パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

古

交通共済（1日且円）の期限は9月30日まで…只今役場住民係で受付けています

旨
護
良
蚊
単
∵
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一

寸
ｌ
Ｊ
言
上
堅
予
言
転

一
了
「
上
し
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有

意

義

な

楽

現
在
、
我
国
の
お
年

寄
り
は
約
千
四
万
人
で

総
人
口
の
1
2
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
水
巻
町
内

で
は
、
二
千
四
百
三
人

1
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す

高
齢
化
時
代
は
、
文

字
通
り
〝
か
け
足
〟
　
で

や
っ
て
こ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
時
代
に
対
応

す
る
た
め
、
一
人
一
人

し
い
人
生
を

が
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
解
決

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
同
時
に
、
お
年
寄
り
の
か
た

も
、
自
分
た
ち
で
　
ヶ
生
甲
斐
″
を
見
つ

け
出
し
、
趣
喋
を
生
か
し
た
有
意
義
な

余
生
を
送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。こ
こ
に
猪
熊
の
老
人
会
・
藤
見
会

大
波
多
さ
ん
（
7
1
歳
）
の
作
文
と
水
巻

短
歌
会
が
こ
の
度
、
合
同
歌
集
を
発
行

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

水巻短歌会

合
同
歌
集
を
発
刊

水
巻
町
内
に
は
、
お
と
し
よ

り
を
中
心
に
し
た
趣
味
の
会
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
短
歌
の
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
で
こ
の
度
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
一
冊
に
ま
と
め
た
合
同
歌
集
〝

水
巻
有
情
″
を
発
刊
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
歌
集
は
、
五
十
一
名
、

千
余
首
の
歌
が
集
録
潰
れ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
及
び
新
入
会
員
者
は

田
中
秀
樹
（
猪
熊
町
住
）
さ
ん
ま
で
。

そ
の
　
ヶ
水
巻
有
情
″
か
ら
二
首

河
に
沿
い
あ
ま
た
浮
か
べ
る
敵
兵
の

む
く
ろ
に
朝
の
霧
は
晴
れ
ゆ
く

猪
熊
町
住
　
田
中
　
秀
樹

在
り
し
日
も
語
り
あ
ふ
こ
と
少
な
き
に

夢
に
も
黙
し
亡
夫
は
消
へ
ゆ
く

吉
田
　
　
梶
田
ス
ガ
ノ

敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す

私
　
の
　
生
　
甲
　
斐

幸
福
を
得
た
い
と
願

わ
な
い
者
は
い
な
い
、

幸
福
と
い
う
も
の
は
万

人
の
願
い
…
あ
る
意
味

で
は
人
間
永
遠
の
願
い

と
い
っ
て
い
い
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
我
々
老
人

の
楽
し
み
は
、
常
識
的

に
考
え
て
み
ま
す
と
、

ま
ず
、
第
一
に
大
事
な

の
は
自
分
が
幸
福
だ
と

感
じ
る
こ
と
、
第
二
に

は
そ
の
こ
と
に
世
間
の

人
々
も
賛
意
を
表
し
て

く
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。よ
く
世
間
に
は
、
他

人
か
ら
み
れ
ば
誠
に
申

し
分
な
い
と
思
わ
れ
る

ほ
ど
恵
ま
れ
た
境
遇
に

大
波
多
　
種
　
雄

あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
幸
わ
せ
に
思
わ

ず
、
不
幸
や
不
満
に
明
け
く
れ
て
い
る

と
い
う
人
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど

う
ゆ
う
状
態
に
せ
よ
自
分
自
身
が
満
足

し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
幸
福
は
生
ま

れ
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
や
、
平
均
寿
命
が
二
十
年
も
の
び

て
、
老
人
は
特
に
あ
り
あ
ま
る
自
由
時

間
を
も
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
ぼ
ん
や
り

す
る
と
も
な
く
暮
ら
す
こ
と
は
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
す
。
老
人
も
物
ご
と
を

考
え
た
り
勉
強
し
た
り
し
て
、
少
々
頭

を
使
う
こ
と
は
脳
の
老
化
硬
直
を
防
ぎ

心
身
の
真
の
健
康
に
も
な
る
も
の
で
す

我
々
老
人
も
、
毎
月
′
え
ぶ
り
山
荘

″
　
に
て
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
、

老
友
共
々
の
趣
味
を
生
か
し
、
皆
元
気

で
四
季
折
々
の
大
自
然
を
友
と
し
て
楽

し
く
過
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
深
い
思
出
を
残
し
、
宰
せ
な

真
の
幸
福
を
求
め
て
い
き
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

町
で
は
、
八
月
二
十
五
日
号
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
敬
老
祝
金
を

九
月
十
二
日
（
水
曜
）
、
十
三
日
斤
木

曜
）
　
に
各
公
民
館
で
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
敬
老
祝
金
を
も
ら
え
る
か
た

0
7
5
歳
以
上
（
明
治
3
7
年
1
2
月
3
1
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）
　
の
人
で
昭
和
5
4

年
9
月
1
5
日
現
在
水
巻
町
住
民
基
本

台
帳
及
び
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

心
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

お年寄りに便りを

年
老
い
た
ご
両
親
へ
、
あ

る
い
は
お
孫
さ
ん
か
ら
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
へ
、
知
り
合
い
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な
ど
に

も
、
心
の
こ
も
っ
た
敬
老
の

便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
一

通
の
便
り
に
こ
め
ら
れ
た
や

さ
し
い
心
は
、
お
年
寄
り
へ

の
す
ば
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
な
る
で
し
ょ
う
。

◎
も
ら
え
る
祝
金
一
人
1
5
千
円

◎
も
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
（
代
理
人

の
場
合
は
受
給
権
者
の
印
鑑
）

県
か
ら
錮
歳
以
上
の
人
に
祝
品

0
8
0
歳
～
9
9
歳
（
8
8
歳
は
除
く
）

お
祝
い
状
と
バ
ス
タ
オ
ル

0
8
8
歳
の
人

お
祝
い
状
と
金
盃

祝
品
は
公
民
館
長
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

福
祉
年
金
証
書

早
く
届
出
を

7
0
歳
以
上
の
か
た
、
障
害
の
か
た
、

母
子
の
か
た
な
ど
が
受
給
し
て
い
る
福

祉
（
国
民
）
年
金
は
、
8
月
（
4
～
7

月
分
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
の
支
払
を
受
け
た
か
た
は
、
必

ず
役
場
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
届
出
の
な
い
か
た
は
、
1
2
月
（
。
0

月
～
1
1
月
分
）
以
降
の
受
取
り
が
で
き

ま
せ
ん
。

届
出
の
際
は
、
必
ず
国
民
福
祉
年
金

証
書
と
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

を
ｈ
リ
ノ

ノ
＼づ町るれ人　が　尊　重　さ
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子
供
と
お
年
寄
り
を
守
ろ
う

ー
秋
の
全
国
交
通
安
全
－

ッ
プ
に
「
わ
き
見

運
転
」
　
「
酒
酔
い

運
転
」
と
続
き
、

基
本
的
ル
ー
ル
を

早
目
に
申
込
み
を

住
宅
金
融
公
庫
融
資
の
案
内

今
年
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
　
八
千
七
百
八
十
三
人
、
こ
の
人
数
を
何

ま
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
－
十
八
人
、
二
百
七
十
人
、

だ
と
思
い
ま
す
か
、
…
昨
年
一
年
間
で

交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
折
尾
署
管
内
、

県
内
、
全
国
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の

人
数
で
す
。
こ
れ
以
外
に
何
日

か
過
ぎ
て
亡
く
な
ら
れ
た
数
を

加
え
る
と
全
国
で
一
万
人
ち
か

く
が
毎
年
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

こ
の
数
字
は
、
二
年
半
で
水
巻

町
の
人
口
に
匹
敵
し
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
か
た
は
、
相

変
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
が
多

く
、
原
動
様
付
き
自
転
車
の
事

故
に
よ
る
死
者
も
含
め
て
道
路

交
通
の
上
で
〝
弱
い
立
場
〟
　
に

あ
る
人
々
の
犠
牲
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
死
亡
事
故
の
原
因

を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
側
か
ら
見
ま

す
と
「
ス
ピ
ー
ド
違
反
」
を
ト

ｒ

ｔ

－

ｔ

＿

’

ヽ

＿

ｔ

＿

°

＿

．

ｔ

．
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ｔ
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ｔ
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．

▼

ｈ

－

ｔ

．
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＿

－

4

．

，

．

▼

守
っ
て
い
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
惨
事
は
起
ら
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

ど
う
か
ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た
、
免
許

証
を
は
じ
め
て
取
得
し
た
時
の
こ
と
を

考
え
、
初
心
に
か
え
っ
て
慎
重
な
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
重
点
目
標

○
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
及
び
原
動
機
付
き
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進

○
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進

住
宅
の
建
設
、
購
入
、
増
改
築
等
に

つ
い
て
、
次
の
融
資
を
昭
和
5
5
年
1
月

3
1
日
ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
融
資
予
定
枠
を
こ
え
た
と

き
は
、
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
申
込

受
付
を
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
は
、
早
め
に
最
寄
り
の
住
宅

金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と
表
示
し
た

金
融
機
関
へ
、
く
わ
し
い
こ
と
は
福
岡

支

所

（

魯

0

9

2

・

7

1

2

・

5

．

5

5

5
）
ま
で
。

…　郡内でこれだけの事故が

（54．1～54．5）

融資のあらまし　　（54．8．1現在）

財 既 待 郵住 住 大
穏形 存 別 便 宅 宅 ．

住 住 貸 貯 積 改 住 別宅 宅 付 金 立 良 宅

全 耐 耐不 木
尋ふ

耐 不木
紹

全 耐不 木
雛

等造 造

構

造
檎
マ
；火

ヨ構

構

造 ン造 ヱ等造 造 ミ等 造造 造

蕗 1． 6 5　5　5 6　6　6 王 2 5　5　5

融
6 6　2　0 6　2　0 6　2　0
0 0　0　0 0　0　0 粟 昌 0　0　00 1 ｌｌ ｌ ｔ　ｌｌ

ゐ 0
3 万
4 4　3　3 5　4　4 ｉ ｌｌ

資6 9　9　6 9　8　4 7 万 4　3　3
0 0　0　0 0　0　0 鋼 9　9　6

0　0　0倍 円
以以
空 下

万
円
万 万 万
円　　 円

万 万万
円　　 円 鰊

以 円
以 以 以

円
11 11 日

万 万 万
下 下 下下 下下 下 円円 円

耐杢

20
簡　　 － 簡　　 －

10
簡　　 － ・

返

済

期

間

火造
横 等
造 25

易 35　25 易 35　25 易 35　25
年 耐年　 年 獅 年 耐年　 年

等年
35 以

以
内
綱 島 以

内
錮 嵩

年内
以
内

以
内

以
内

以
ら

％ ′′ ％・ ％ ％ ′′ 年
利
率

7 ．43 6 ．65 5．5 5．95 6 6 ．65

第
2
回
中
学
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

八
月
十
九
日
、
体
育
セ

ン
タ
ー
で
第
二
回
中
学
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
昨
年
関
係
者
の

努
力
で
　
〝
小
学
生
だ
け
で
な
く
、
中
学

校
に
入
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
を
″
と
い
う

こ
と
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
二
回
目
。

昨
年
よ
り
も
、
参
加
者
が
増
え
、
十

六
チ
ー
ム
、
百
六
十
名
も
の
選
手
が
出

．
ｔ
一
ｔ
一
ヽ
’
－
ｔ
一
ヽ
’
－
’
一
＿
一
．
ｔ
．
ｔ
一
ヽ
一
．
．
＿
ｔ
一
’
．
一
ｔ
一
ヽ
ｔ
．
．
一
ｔ
ｔ
＿
．
－
ｔ
一
ｔ

場
し
ま
し
た
。

さ
す
が
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

っ
て
活
躍
し
た
選
手
が
多
数
い
て
、
三

セ
ッ
ト
ま
で
も
ち
こ
す
試
合
が
多
く
、

白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は
、
み
ず
ほ
チ
ー
ム
が
昨

年
優
勝
の
高
松
団
地
チ
ー
ム
を
第
三
セ

ッ
ト
、
二
十
二
対
二
〇
で
敗
り
初
の
栄

に
輝
き
ま
し
た
。

．
▼
．
＿
ｈ
＿
．
＿
．
＿
’
＿
′
ｈ
＿
．
■
▼
＿
＿
ｔ
．
ｔ
＿
．
．
’
＿
′
ｈ
■
ｔ
ｈ
ｒ
＿
′
ｈ
．
．
．
▼
＿
′
ｔ
．
．
．
ｔ
．
ｒ

最
優
秀
選
手
　
安
部
久
美
子
（
み
ず
ほ
）
岬

優
秀
選
手
　
畠
田
清
美
（
高
松
団
地
）
押

宮
崎
国
体
に
三
選
手
出
場
　
川

9
月
1
6
日
か
ら
始
ま
る
宮
崎
国
体
に

水
泳
の
県
代
表
と
し
て
、
水
巻
町
か
ら

小
田
原
清
君
（
若
松
高
・
頃
末
）
、
長

浜
哲
也
君
（
福
工
高
・
頃
末
）
明
瀬
司

君
（
福
工
高
、
上
二
）
、
三
君
が
出
場

し
ま
す
。

郷
土
の
み
な
さ
ん
の
こ
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

・

－

・

一

‥

1

－

・

．

・

一

1

．

．

．

，

一

日

1

．

、

水
巻
町
母
子
福
祉
会

会
員
募
集

水
巻
町
母
子
福
祉
会
と
は
、
母
子
家

庭
に
お
け
る
い
ろ
ん
な
問
題
を
み
ん
な

で
解
決
し
合
っ
て
、
福
祉
増
進
を
は
か

る
た
跡
の
み
ん
な
の
会
で
す
。

会
に
加
入
し
た
い
か
た
、
ま
た
く
わ

し
い
こ
と
は
役
場
老
人
児
童
係
ま
で
、

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
母
子
家
庭
で
1
8
歳
未
満
の

子
供
が
い
る
か
た

▼
会
　
費
　
年
間
3
0
0
円

差　別．な　く　し　て　明　る　い　社　会
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乳
児
一
斉
健
診

▼
対
象
児
　
生
後
1
3
か
月
ま
で
の
乳
児

▼
日
時
　
9
月
2
8
日
（
金
曜
）

受
付
　
1
2
時
3
0
分
～
1
3
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
診
察
内
容
　
身
長
、
体
重
計
側
、
内

科
、
外
科
、
耳
鼻
科
、
診
察
終
了
後

育
児
指
導
及
び
育
児
相
談

▼
申
込
み

9
月
1
7
日
～
2
6
日
の
間
に
予
診
を
と

り
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
持
参
の
上

役
場
衛
生
係
ま
で
（
予
診
を
と
っ
て

な
い
か
た
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

婦
人
病
（
子
宮
癌
）
検
診

▼
対
象
者
　
2
5
歳
以
上
の
女
姓

▼
日
　
時
　
9
月
2
7
日
（
木
曜
）

9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
申
込
み
　
9
月
1
1
日
よ
り
料
金
を
そ

え
て
役
場
衛
生
係
ま
で
（
先
着
百
名

ま
で
）

▼
料
　
金

。
国
保
加
入
者
　
5
0
0
円

。
社
保
そ
の
他
　
1
1
0
0
円

潜
在
看
護
力
活
用
講
習
会

県
で
は
、
看
護
婦
等
不
足
対
策
の
一

環
と
し
て
、
家
庭
に
い
る
就
業
し
て
い

な
い
看
護
婦
等
を
対
象
に
講
習
会
を
行

い
、
再
就
職
に
対
す
る
認
識
を
は
か
る

こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
婦
、
助
産
婦
、
曾
婦
の
資
格

を
お
持
ち
の
か
た
は
受
講
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
2
7
日
（
木
曜
）

9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
県
立
遠
賀
病
院
（
岡
垣
町
）

▼
申
込
み
　
9
月
2
4
日
ま
で
に
遠
賀
保

健
所
ま
で
に

防
火
管
理
者
取
得
講
習
会

▼
日
時
　
1
0
月
2
5
日
・
2
6
日

9
時
～
1
7
時

▼
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

▼
申
込
み
　
9
月
1
7
日
～
2
2
日
ま
で
に

本
部
予
防
課
禽
（
0
9
3
2
9
・
3

・

1

2

3

1

ま

で

）

援

　

護

　

相

　

談

県
で
は
、
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
改

益
に
と
も
な
い
援
護
、
恩
給
等
の
相
談

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
2
0
日
（
木
曜
）

1
0
時
～
1
5
時
3
0
分

▼
場
所
　
八
幡
西
区
役
所
　
会
議
室

▼
相
談
事
項

恩
給
法
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

障
害
年
金
、
特
別
弔
慰
金
、
叙
位
、

叙
勲
、
そ
の
他
援
護
全
般
に
つ
い
て

移
動
住
宅
相
談

県
住
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
年
一
皮

住
宅
関
係
を
中
心
に
専
門
官
を
招
い
て

無
料
移
動
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
住
宅
に
つ
い
て
の
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
是
非
相
談
を
。

▼
日
時
　
1
0
月
8
日
、
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
八
幡
黒
崎
　
井
筒
屋

墓

　

地

　

移

　

転

左
記
の
該
当
者
は
連
絡
を

▼
所
在
地
　
神
奈
川
県
大
和
市
下
鶴
間

字

乙

5

号

2

7

2

4

番

地

の

1

▼
連
絡
先
　
大
和
市
役
所
市
民
健
康
諜

（

曾

0

4

6

2

・

6

3

・

1

1

1

1

）

▼
届
出
期
限
　
1
0
月
3
1
日
ま
で

粗
大
ゴ
ミ
は

事
前
に
連
絡
を

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
ど
こ
に
置
い
て
あ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
必
ず
収
集
日
の

二
日
前
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
収
集
日
（
毎
月
1
回
）

。
第
1
土
曜
日
　
吉
田
一
、
二
、
三
、

吉
田
団
地
、
美
吉
野
、
鯉
口
団
地

（
区
）
、
緑
風
園

。
第
2
水
曜
日
　
猪
熊
（
入
柳
除
く
）

猪
熊
町
任

。
第
3
土
曜
日
　
前
記
収
集
日
以
外
の

地
域

赤
ち
ゃ
ん

「
赤
ち
ゃ
ん
1
1
0
番
」
と
は
、
国

際
児
童
年
を
機
に
、
核
家
族
化
が
進
む

な
か
で
苦
い
母
親
の
育
児
な
ど
に
対
す

る
悩
み
や
不
安
に
つ
い
て
、
電
話
を
通

じ
、
こ
れ
ら
の
相
談
に
応
じ
母
親
の
も

つ
問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
い
う
も
の

で
す
。電
話
一
本
で
簡
単
で
、
専
門
の
保
健

一
－
－
Ｈ
－
一
一
．
－
．
一
．
．
．
■
．
．
．
．
．
．
一
．
．
．
．
．
コ
．
．
1
．
．
－
．
－
一

一

訂

正

お

わ

び

一

－

…

．

■

…

．

ｉ

！

…

－

こ

…

ｉ

！

…

ｉ

！

…

ｉ

、

8
月
2
5
日
の
4
ペ
ー
ジ
、
三
種
混
合

予
防
接
種
の
月
日
が
一
部
、
間
達
て
い

ま
し
た
の
で
お
わ
び
し
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
　
2
回
目
の
月
日
は
1
0
月

1
3
・
1
4
日
が
1
1
月
1
3
日
・
1
4
日
で
す

5
5
年
版
県
民
手
帳

予
約
受
付
中

こ
の
手
帳
は
、
県
下
の
市
町
村
の
状

況
を
く
わ
し
く
集
録
し
、
さ
ら
に
日
常

生
活
に
も
役
立
つ
、
便
利
な
手
帳
で
す

み
な
な
ん
の
良
き
伴
り
よ
と
し
て
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
格
　
大
型
版
　
3
2
0
円

普
通
版
　
2
4
0
円

希
望
さ
れ
る
か
た
は
早
目
に
役
場
企

画
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で

結
こ
う
で
す
）

1

1

0

番

婦
が
応
じ
て
く
れ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
1
1

0
番
」
を
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
相
談
所

曾

0

9

2

・

7

1

5

・

0

1

1

0

県
看
護
等
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
内

。
相
談
受
付

月
曜
～
金
曜
（
祭
日
、
休
日
除
く
）

1
0
時
～
1
6
時
（
1
3
時
～
1
4
時
除
く
）

選
挙
人
名
簿
の
　
縦
覧

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昭
和

五
十
四
年
九
月
十
日
現
在
で
定
時
登
　
▼
縦
覧
場
所
ロ
8
時
3
0
分
～
1
7
時

′
水
巻
町
選
挙
管
理
委

録
さ
れ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
9
月
1
1
日
1
9
月
1
5

ヽ
ヽ
ｌ
ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ｌ
ｌ
ｔ
ｌ
ｔ
ヽ
ヽ
ヽ
、
ヽ
ｈ
ｔ
ｔ
ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ｌ
ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ｌ
ｌ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ｌ

－

員
会
（
役
場
住
民
課
）

▼
縦
覧
内
容
　
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日

－お　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご
寄贈がありました。ご冥福をお祈り申し上げます。

鯉口団地　　故野中シメ殿　　野中　政記殿
古　　賀　　故瓜生　修穀　　瓜生　武之殿
上　　二　　故原口楠夫殿　　原口ミサヲ殿
〃　　　　故藤原トミヱ殿　藤原　　弘毅

伊左座　　故永沼昇一殿　　永沼千恵子殿
ク　　　　故甲斐省剛殿　　甲斐八千代殿

日　曜在宅医
9月16日　伊藤医院　皮膚泌尿科　頃　末　書201・0527

9月23日　渡辺医院　外　　科　頃　宋　　音201・2616

9月30日　楠本医院　内・児科　大勝橋　　禽093・24・0385

10月7日　前原医院　内・児科　樋　口　　奮201・0553

診療時間は9時から17時、原則として往診は致しません。

あ　なた　の役場です　　電話（20且）4321番

□
発
行
人
水
巻
町
長
伊
藤
衛
門
　
〆
口
減
集

一
ヽ
．

水
巻
町
企
画
財
政
空
電
2
。
1
－
4
阜
－

□
印
　
刷
　
　
冷
∵
牢
田
印
刷
合
資
会
社


